
天暴218
24S

星　と　月　の語源

永　澤　　譲　次
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　支那人が星の事を星と名付けたのは，論交に依ると，萬物の精上りて列星と

なると云ふ古入の思想から由継したものだと云いてるる．

　臭名にはこれと違った，1’SNL明を附してみる．それは星三三，列位布散也と云ひ

星が散布してみる歌意から，このやうに名付けたのであると論いてるる．その

何れが眞なりやと云ふに，論文の面明の方が，洵によく古代人の星に就いての

二念を反映してみるやうである．

　我が國で云おh「ほし」と云ふ言葉の語原は，倭訓梨tc依ると，「火石なるべ

し，刺1代紀猷・安富在撚溢者現えたるは天河の蓋豫をいへり・・勒

紀に河石昇りて星と爲ると見えしは，無事の讐へながら，石と星との子細見つ

べし．史記の註に星面前ともいへり」とある．日本繹名には「ほは，ひと通じ

しは白き也，星はHの光をうけて白し．」と云ってみる．白石の東雅には「陰陽

こ二等．日賦1，月祠1を恩給ひしなどいふ事は，見えたれば，星祠1を生給びしとい

ふ事は聞えす，天に悪祠iあり，名を天津甕星といぴ，旧名は天香々三男といひ

しといふ事は蕉息綱こ見えしかど・其義を闘けぬ・

古藷臥を呼びて，ホといふ．ホシと1’よ＃．光・欧の如くなるをいひし剛た

り．ホは夫也シは助詞也．叉火をホといびしも，日といふ語の輻ぜしと見えた

り・」と云ってみる．

　堀秀成の普義字書には「保はホノカ，ホガラカ叉は之を締る義なれば，此二

首にて小なるものの極となる則小職の如きものを指て呼び始めたるならむ」を

Xひ，井。丑二氏の日輔助は「ホla・’¢咄頑がる意味，・は細⇔二ちの

ぼる意味で，雨，i、1が含したものである」と言飢（てるる．

因みにアイヌ語では星は．ltkこあるもの億味ださうである・叉英語のスel

は梵語の。ッ，・，eロちまき散らす，と云ふ意味から來てる祉云はれてるる・



支那で月のことをげつと呼んだのは諏に依ると「臓也太陰之悔あ

り・叉鯨素論幽幽血温也」と翻してみるから・月卿1・、ら

撒訣けて行く様を眺めて・このやうに鮒けたもの艶らう・な・隔

の語論明するにはよい耀である・我が隊於て’つきと呼硫秘

原を秘と・諸家の説秘すしも一致しないやうである・倭訓棄に凹き

月論る礒をもつて名とす」とあり・耕妬心雅には「月ツキ・’（・／／i，klr

l繊灘錨：畿1已灘二言謙：鶴器鑑磨

るべし汎貼噺にツと言ひしは・次礒あり・配礒あり・云・」と。，）

てるる．

堀嫉の磯鼎には「ツキ・物昔剛な礒あ嫉の輪光編り，

講とも期上にいへり乱二融合鰭て地上より継親て・欺融椥，

融融と呼びﾟめたるならむ・然るを1論語は㈱）蝋糾し
ものなれば，月に附の意なりと良説：あり・此の論は大三考と云ふものに
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とも太古に螂揃はなれたるものなりとr潭奇のde出たるより來・隔な

砂洞じ・ことながら月は地卿’襯なれば・嶋礒など云は軸しく・悔。

聞ゆぺけれども・物名は恥曝｝・の鼠取櫨り誠臆笹野・・｝・、て

書評襯など云ふもの溜りて・深く考へて定めたるものならすミ・・振

ってみる．

柱脚二氏の日計鷹は隙ま附ツ初意・現認は地球幽いて幅；

太口人は日剛いてるる拷へたから・」と記してみる・脈鮒融、野嘲

蔚慮るもの計ると，燭t”k，to　ill”mine，　a】i・ht・こん姻に・・｝・・てる

る．

　　　　　　　　　　　　　　　ツ
以一幅々の騰があった湖1よ粥と云ふ鰍から釈みる斌・禰蜘

のなさそうな言見明である．
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